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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉（ＪＭＴＲ）

冷却塔倒壊に関する法令報告事案を踏まえた当面の対応について 

 

令和元年１０月２３日 

原 子 力 規 制 庁 

 
１．経緯 

 原子力規制庁は、１０月９日の原子力規制委員会＊１（以下「委員会」という。）にお

いて、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉（以下「ＪＭＴ

Ｒ」という。）の冷却塔倒壊の状況を報告するとともに、原因究明等の対応方針につい

てお諮りした。その際、ＪＭＴＲについては、約１０年前に停止し、今後の使用予定が

なかった施設であり、実質的に原子力安全上の問題はなかったことから、事案の重要度

に応じた対応を検討するよう指示を受けたところ。 

 

２．これまでの対応方法 

 事業者からの原子力施設故障等報告については、委員会での効率的な議論に資するた

め、発生時の情報共有は、トピックスとして資料配付を行い、原因と対策に係る評価案

を原子力規制庁でとりまとめた後、委員会で審議する運用とし、議論に関する過程の透

明性向上や対策実施の迅速化等について改善を図ってきたところ（「事故・トラブル事

象への対応の進め方について」（別紙１））。 

 法令報告事案については、現在、全ての案件に係る評価案を委員会に報告している

（「法令に基づく事故故障等の報告を委員会へ報告する運用方法について」（別紙２））。 

 

３．新検査制度施行までの間の対応案 

今後、原子力規制庁において原子力安全上の問題が大きくないと判断される事案につ

いては、委員会にトピックスの情報を共有する際に、事業者との面談等で原子力施設故

障等報告書を確認した上で、他の同程度の案件とまとめて年度明けに評価案の報告を行

うなどの取扱い方針を提案し、委員会の判断を仰ぐこととしたい。 

 今回のＪＭＴＲの事案については、前記と同様に国立研究開発法人日本原子力研究開

発機構からの原子力施設故障等報告書の内容を面談により確認し、原子力規制庁におい

て評価案を作成した上で、年度明けに委員会に報告することとしたい。 

 

４．新検査制度下の対応案 

来年４月に施行予定の新検査制度下での対応については、改めて委員会に諮ることと

したい。 

資料３ 



  

 

別紙１ 
事故・トラブル事象への対応の進め方について（平成３０年５月２３日原子力規制庁） 

（抜粋） 
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